
 

 

 

 

新門司工場基幹改良工事（延命化）について 

【公共事業事前評価調書(事前評価２)抜粋】 

 

 
事業箇所 ： 門司区新門司三丁目７９番地 

 

事業費  ： 約１０６憶円（内訳：一般財源２３億円、循環交付金２２億円、地方債６１億円） 

 

事業目的 ： 一般廃棄物の安定処理を行うため、老朽化した新門司工場の機能回復を図るとともに、

延命化することによりライフサイクルコストの削減を目指す。 

       また、設備の省エネルギー化や廃棄物発電の効率化により、脱炭素化の推進を図る。 

 

事業内容 ：  主要設備の大規模修繕工事を実施することにより、工場の耐用年数を２０年 

から３０年程度まで延命化する。 

 

事業期間 ： 令和５年度 ～ 令和 9年度 ※事業期間中もごみ受入は通常通り継続 

令和 5年度：契約、機器設計 

令和 6年度：現場着工 

令和 9年度：竣工 

事業位置図： 

 

 

北九州市 

門司区 

新門司工場 

 

処理能力：７２０t/日 

炉形式：シャフト式 

ガス化溶融炉 

稼働年：平成１９年 

使用年限：令和８年頃 


